
平成24年4月23日

村上市地域公共交通活性化協議会

村上市

JR、市ハイヤー･タクシー協会、学識経験者、北陸信越運輸局･
運輸支局、村上警察署、PTA、工会議所･商工会、大学など

新潟県

事業名
補助対象
事業者等

事業概要 ③事業の今後の改善点

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、１２月末から帰宅のりあいタクシーのほかに、行
きのりあいタクシーを設定し、利用対象者が利用しやす
い運行に向けた見直しを行っている。

事業者名：㈱瀬波タクシー
運行系統名：病院帰宅のり
あいタクシー(神林地区内
系統　村上総合病院方面)

目標である１日平均利用者数４４人に対し、
２人の利用、収支率６９％に対し、実質７％
となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、１２月末から帰宅のりあいタクシーのほかに、行
きのりあいタクシーを設定し、利用対象者が利用しやす
い運行に向けた見直しを行っている。

目標である１日平均利用者数４４人に対し、
１人の利用、収支率６９％に対し、実質３％
となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、４月から帰宅のりあいタクシーのほかに、行きの
りあいあタクシーを設定し、利用対象者が利用しやすい
運行に向けた見直しを行っている。

事業者名：岩船タクシー㈱
運行系統名：病院帰宅のり
あいタクシー(神林地区内
系統　村上総合病院方面)

村上総合病院～神
林地区内

A

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

C

目標である１日平均利用者数４４人に対し、
２人の利用、収支率６９％に対し、実質７％
となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。

C

C

C

村上総合病院～神
林地区内

A

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

C

県立坂町病院～神
林地区内

A

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

A

A

事業者名：坂町タクシー㈱
運行系統名：病院帰宅のり
あいタクシー(神林地区内
系統　県立坂町病院方面)

県立坂町病院～神
林地区内

A

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

事業者名：新潟交通観光バ
ス㈱

運行系統名：村上市まちな
か循環バス

村上地区内

A

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

事業者名：坂町タクシー㈱
運行系統名：予約型のりあ
いタクシー(荒川地区内系
統)

事業者名：藤観光タクシー
㈱
運行系統名：予約型のりあ
いタクシー(荒川地区内系
統)

荒川地区内

荒川地区内

事業者名：藤観光タクシー
㈱
運行系統名：病院帰宅のり
あいタクシー(神林地区内
系統　県立坂町病院方面)

事業者名：㈱はまなす観光
タクシー
運行系統名：病院帰宅のり
あいタクシー(神林地区内
系統　村上総合病院方面)

村上総合病院～神
林地区内

A

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通ネットワーク計画に基づく事業）                       　           （別紙１）

協議会・構成員

①事業実施の適切性 ②目標・効果達成状況

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

事業者名：新潟交通観光バ
ス㈱

運行系統名：馬下～板貝線

馬下～板貝

目標である１日平均利用数８０人に対し、２
１人の利用、事業収支率５３％に対し、実質
１４％となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。また、近年ない
降雪などにより、利用者数が伸びなかったこ
とも考えられる。

C

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

C

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、住民からの意見や要望を踏まえ、４月から運行
ルートの改正や電車時刻改正に伴う接続時刻の見直し
行っている。
今後は、買い物弱者対応も考慮した経路の検討を進めて
いく。

A

目標である１日平均利用者数３人に対し、２
人の利用、事業収支率１０％に対し、実質１
０％となっている。
ほぼ目標を達成することができた。

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、住民からの意見や要望を踏まえ、運行形態や運行
時間の見直しで、利用しやすい運行を推進していく。

目標である１日平均利用者数４４人に対し、
１人の利用、収支率６９％に対し、実質３％
となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、４月から帰宅のりあいタクシーのほかに、行きの
りあいあタクシーを設定し、利用対象者が利用しやすい
運行に向けた見直しを行っている。

C

目標である１日平均利用者数４４人に対し、
２人の利用、収支率６９％に対し、実質７％
となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、１２月末から帰宅のりあいタクシーのほかに、行
きのりあいタクシーを設定し、利用対象者が利用しやす
い運行に向けた見直しを行っている。

計画に位置付けられた事業は適切
に実施された。

A

目標である１日平均利用者数４４人に対し、
１４人の利用、事業収支率３６％に対し、実
質１０％となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。

目標である１日平均利用者数４４人に対し、
１４人の利用、事業収支率３６％に対し、実
質１０％となっている。
運行開始から半年しか経過していないため、
認知度が低いと考えられる。

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、住民からの意見や要望を踏まえ、運行形態や運行
時間の見直しで、利用しやすい運行を推進していく。

今後も利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
また、住民からの意見や要望を踏まえ、運行形態や運行
時間の見直しで、利用しやすい運行を推進していく。

資料4



・平成２０年４月に１市２町２村が合併
・人口 ６.6万人（平成22年10月現在）
・面積 1,174.24平方キロメートル

※平成22年国勢調査

・地域公共交通の実証運行計画の策定及び変更
・実証運行の事業評価

事 業 概 要

平成２３年度 村上市地域公共交通地域公共交通協議会
地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統）概要

村上市の概要 村上市地域公共交通協議会

設立年月日：平成22年5月20日

構成員：国 新潟県 村上市 JR 新潟交通観光バス㈱
市ハイヤー･タクシー協会 学識経験者 北陸信越運輸局･運輸支局 村上警察署
PTA 商工会議所･商工会 大学など

協議会の主な取り組み

村上市は平成20年に１市２町２村が合併し、県内で最も広域な市です。公共交通機関は、広域交通としての鉄道や高
速バス、合併前の旧市町村間を結ぶ地域連携（地域間）交通としての路線バス（廃止代替路線バス）、地域内交通とし
てのタクシーで構成され、車を運転できない高齢者等を中心に、病院、買い物、通学など生活に必要丌可欠な交通とし
て機能している。

しかし、人口の減少と自家用車の普及により、本市の公共交通利用者は減少し、公共交通維持のため行政負担の増加
など、運行に関する諸問題が発生しています。また、山間部や海岸部などの一部地域では、交通手段そのものが確保さ
れていなかったり、住民に丌便を強いている状況にもあります。

このような状況を考慮し、本市の望ましい公共交通体系の構築に向けた、持続可能な各種事業を実施し、このうち持
続可能な地域内交通を確保･維持する取組として、まちなか循環バスや乗合いタクシーを公共交通体系と連携させ、住民
生活の丌便を解消するため、平成23年10月から実証運行として実施している。



村上地区内［村上地域公共交通計画総合連携計画］

【目標】・公共交通利用者の利用頻度18％を40％以上とする。
・公共交通サービスの満足度63％を80％以上とする。
・デマンド型タクシーの収支率は40％以上とする。
・路線バス１便あたり輸送人員3.3人を6人以上とする。

【効果】・市街地の空白地域、丌便地域の解消。
・市街地外と市外からの来訪者のため、鉄道や周辺地区からの既存路線バスと連絡させることで

利便性を向上させる。
・高齢者等の生活実態を踏まえた便利な交通網への改善。

協議会の開催状況 ３回開催
・第１回（６月１６日）利用料金・運賃設定
・第２回（９月１４日）実証運行の評価と今後の展開
・第３回（２月 ９日）実証運行の中間評価

・運行開始後は、目的主要施設（病院）において、
PRを兼ねた利用状況、運行の問題点を把握する
ため、職員が聞き取り調査を実施し、聞き取り
調査の結果を踏まえて改善を図っている。

平成２３年度 村上市地域公共交通協議会
地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統確保維持事業）概要

定量的な目標・効果

協議会における検討

利用者等の意見の反映

運行系統図

地域ﾌｨｰﾀﾞｰ5系統

市全域過疎地域



■地域内フィーダー系統：村上市まちなか循環バス

■地域間ネットワークJR
村上駅に接続



■地域内フィーダー系統：馬下から板貝線

桑川駅

■馬下

■板貝

路線バス系統 村上～馬下線

■安良町

■村上駅

地域間ネットワークJR桑川駅に接続



■地域内フィーダー系統：予約型のりあいタクシー（荒川地区内系統）

■地域間ネットワーク JR坂町駅に接続

県立坂町病院

坂町駅



■地域内フィーダー系統：病院帰宅のりあいタクシー（神林地区内系統 県立坂町病院方面）

県立坂町病院

坂町駅

平林方面

■地域間ネットワーク
路線バス：下関-坂町線
県立坂町病院停留所と停留所を共有



■病院帰宅のりあいタクシー（神林地区内系統 村上総合病院方面）

神納方面

西神納方面

村上総合病院
村上駅

■地域間ネットワーク
路線バス：村上-松喜和-小岩内線
村上総合病院前停留所と停留場を共有



・村上地域：公共交通空白域の解消に向け、市街地内の病院・駅などへのアクセスすることで、市民生活の維持を
図ることができる。

・山北地域：地域間交通ネットワークと連携した運行により、病院・駅などへのアクセスすることで、市民生活の
維持を図ることができる。

・荒川地域：公共交通空白域の解消に向け、病院・駅などへのアクセスすることで、市民生活の維持を図ることが
できる。

・神林地域：公共交通空白域の解消に向け、病院・駅などへのアクセスすることで、市民生活の維持を図ることが
できる。

・市全域：地域内フィーダー５系統別に設定した１日当たり利用者数及び収支率については、運行開始時期が
平成２３年１０月からまだ６ヵ月しか経過していないため、ともに低調の数値となっている。
今後高齢者の通院だけでなく、買物等の目的にも対応した運行も含めた利用促進の在り方も検討する必要が
ある。

・各地域内フィーダー系統ごとに利用促進に向けた継続的な啓発を実施していく。
・各運行状況を把握し、地域公共交通の利用促進に向けた運行方法の改善や見直しを検討していく。

平成２３年度 村上市地域公共交通協議会
地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統確保維持事業）概要

事業実施の適切性

目標・効果達成状況

事業の今後の改善点


